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担当課番号案内の
�
田 
�
保 の表記は 

�
田 …田無庁舎（南町５～６～１３）

�
保 …保谷庁舎（中町１～５～１）を表します

■基本方針　 ������������������������������� 

説　　　　　明　取り組み（抜粋）

　基本方針１　相互理解と意識改革

市民活動団体の特性や多様性、存在意義および協働の必要性やその具体的な
進め方等について職員研修を実施し、協働に関する職員の理解を深めます。職員研修の実施

西東京市NPO 法人連絡会などとの交流を拡充するなど、市民活動団体と市
との交流の機会を充実します。

市民活動団体との交
流機会の充実

　基本方針２　協働を推進する体制の構築

協働に関する窓口を明確化し、総合調整機能を確立します。これによって、
市民活動団体と担当部署とのコーディネートを全庁的な視点に立って実施し
ます。

協働に関する窓口の
明確化

ちょっとしたアイデアレベルの提案について、気軽にフリーディスカッショ
ン（話し合い）できる場を作ります。市民活動団体と市とが協働事業を発見
するプロセス（過程）を共有することで、協働事業の“芽”を着実に育てて
いきます。

市民活動団体との柔
軟なコミュニケーシ
ョンの実施

　基本方針３　協働で実施する事業の検討

市が行っている事業を協働に移行していくだけでなく、市民の視点に立った
提案に基づく協働事業を実現できるような仕組みを検討します。

市民からの提案によ
り協働を行う仕組み
の検討

　基本方針４　協働しやすい環境の整備

協働の必要性をもっと市民が理解できるように、さまざまな講演会やフォー
ラムを開催します。また、ボランティア養成講座等を開催し、多くの新しい
人材を地域で発掘していきます。

協働に対する市民の
理解促進と地域にお
ける人材の発掘

協働事業の企画立案から実施、評価に至るプロセスの公平性や透明性を確保
するため、市報、市のホームページ、情報公開コーナーなどを活用し、協働
に関する情報公開を積極的に推進します。また、これらを通じて市民の協働
に対する理解を深めます。

協働に関する情報公
開の推進

　基本方針５　協働事業の評価システムの構築

協働が当初期待した成果をもたらしたか、またそのプロセスは適切だったか
等について、市民活動団体と市とが同じテーブルにつき、ふりかえることが
できる場を持ちます。事業が長期間に及ぶものについては、中間的なふりか
えりの場を設定します。

協働事業をふりかえ
る場の設定

　

１
都　

県
で
構
成
す
る
関
東
甲
信
越
静
環
境
美
化
推
進

１０

連
絡
協
議
会
で
は
、
５
月　

日
を
「
関
東
地
方
環
境
美
化

３０

の
日
（
ゴ
ミ
ゼ
ロ
の
日
）」
と
し
、
散
乱
す
る
空
き
缶
等
の

対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
も
、
統
一
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

次
の
臨
時
集
積
所
に
空
き
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
空
き
び

ん
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
西
東
京
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
１
人
で
も
多
く
の
方
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
環
境
美
化
の
推
進
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
と
き　

５
月　

日
（
土
）
午
前
８
時　

分
〜　

時
（
雨
天

２９

３０

１０

実
施
）

▽ 
臨
時
集
積
所

①
谷
戸
い
ち
ょ
う
公
園　

②
谷
戸
第
二

地
区
会
館　

③
谷
戸
地
区
会
館　

④
緑

町
三
丁
目
都
営
ア
パ
ー
ト
集
会
所　

⑤

田
無
町
七
丁
目
都
営
ア
パ
ー
ト
公
園　

⑥
芝
久
保
地
区
会

館　

⑦
田
無
駅
北
口
第
一
自
転
車
駐
車
場
西
側
出
口
前　

⑧
南
町
六
丁
目
９
小
林
宅　

⑨
田
無
庁
舎
西
側
駐
車
場　

⑩
南
町
第
一
児
童
遊
園　

⑪
向
台
公
園
東
側
入
口　

⑫
北

町
緑
地
保
全
地
域（
北
町
森
林
公
園
）　

⑬
ひ
ば
り
が
丘
北

わ
ん
ぱ
く
公
園　

⑭
あ
ら
や
し
き
公
園　

⑮
武
道
場　

⑯

住
吉
福
祉
会
館　

⑰
保
谷
庁
舎
正
面
入
口　

⑱
中
町
児
童

館　

⑲
第
２
え
の
き
児
童
遊
園　

⑳
富
士
町
福
祉
会
館　

�
千
駄
山
広
場　
�
む
く
の
木
公
園　
�
新
町
福
祉
会
館

◆
環
境
保
全
課
（
�保
 
�
内
線　

）
2211

　

市
で
運
行
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
「
は
な
バ
ス
」
は
、
都

市
計
画
道
路（
田
３
・
４
・
９
号
線
）

の
開
通
に
伴
い
、
９
月
か
ら
新
路

線
の
運
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

新
路
線
は
、
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
南
口

か
ら
都
立
保
谷
高
校
・
市
役
所
保

谷
庁
舎
方
面
間
を
運
行
す
る
予
定

で
す
。
そ
こ
で
、
広
く
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た

め
、市
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
と
き　

５
月　

日
（
火
）
午
後

25

７
時
か
ら

▽
と
こ
ろ　

住
吉
福
祉
会
館

◆
交
通
計
画
課
（
�保
 
�
内
線　

）
2472

　

昨
年
度
ま
で
学
校
週
五
日
制
事
業
と
し
て
展
開

し
て
き
た
事
業
を
、
平
成　

年
度
か
ら
は
地
域
生

１６

涯
学
習
事
業
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

新
た
に
保
谷
第
二
小
学
校
で
も
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
保
谷
第
二
小
学
校
で
上
半

期
に
行
う
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
…
5
月　

日
か
ら　

◎ 

10

野
球
教
室
…
５
月　

日　

◎ 
剣
道
教
室
…
６
月

16

　

日　

◎ 
工
芸
教
室
…
６
月　

日　

◎ 
サ
ッ
カ

13

19

ー
教
室
…
６
月　

日　

◎ 
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

20

…
７
月
３
日　

◎ 
バ
ス
ケ
ッ
ト
教
室
…
７
月　
10

日　

◎ 
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
教
室
…
７
月　

日　
17

◎ 
英
語
教
室
…
９
月　

日
か
ら　

◎ 
音
楽
観
賞

11

…　

月
９
日

10
▽
申
込　

保
谷
第
二
小
学
校
内
の
運
営
協
議
会
に

あ
る
所
定
の
用
紙
に
記
入
の
う
え
提
出

◆
社
会
教
育
課
（
�保
 
�
内
線　

）
2711

市市
でで
はは
、、
ＮＮ
ＰＰ
ＯＯ
（（
非非
営営
利利
組組
織織
））
なな
どど
市市
民民

活活
動動
団団
体体
とと
のの
協協
働働
をを
進進
めめ
るる
たた
めめ
、、
本本
年年
33
月月

にに
基基
本本
方方
針針
をを
策策
定定
しし
まま
しし
たた
。。
そそ
のの
概概
要要
をを
おお

知知
らら
せせ
しし
まま
すす
。。

なな
おお
、、
全全
文文
はは
、、
両両
庁庁
舎舎
のの
情情
報報
公公
開開
ココ
ーー
ナナ

ーー
、、
市市
ホホ
ーー
ムム
ペペ
ーー
ジジ
でで
ごご
覧覧
にに
なな
れれ
まま
すす
。。

◆◆
生生
活活
文文
化化
課課
（（
��田田��
内内
線線

））
11441111

■
映
画
観
賞
「
こ
む
ぎ
い
ろ
の
天
使
」

 

（
後
藤
俊
夫
監
督
作
品
）

▽
と
き　

５
月　

日
（
土
）　

午
後
１
時
か
ら

２２

▽
と
こ
ろ　

保
谷
第
二
小
学
校
体
育
館
で

※
当
日
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

��
��
��
��
��

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

ま
す
。

▽
職
種
・
採
用
人
数　

給
食
調
理

員
・
若
干
名

▽
応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
５
月　

日
（
金
）（
必

２１

着
）
ま
で
に
田
無
庁
舎
５
階
職
員

課
へ
（
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ

ん
）

▽
勤
務
条
件
・
勤
務
地
・
報
酬
等

　

６
月
１
日
〜
７
月
の
小
学
校
給

食
実
施
日　

午
前
７
時　

分
〜
午

３０

後
４
時（
う
ち
１
時
間
休
息
あ
り
）

・
市
内
小
学
校
・
時
給　

円
９５０

※
学
校
給
食
調
理
経
験
者
を
優
先

し
ま
す
。

◆
職
員
課
（
○田
 
�
内
線　

）
1242

〒　

―　

西
東
京
市
保
谷
庁
舎
健

２０２

８５５５

康
推
進
課
（
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
４
階
）
へ
（
応
募
書
類
は
返

却
し
ま
せ
ん
）

▽
勤
務
条
件
・
勤
務
地
・
報
酬
等

　

週
２
回
程
度
（
各
半
日
）・
保
健

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
福
祉

会
館
な
ど
・
時
給
１
千　

円
４０

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
健
康
推
進
課（
�保
 
�
内
線　

）　
2365

　

小
学
校
の
給
食
調
理
に
従
事
し

　

老
人
保
健
法
に
よ
る
機
能
訓
練

事
業
で
訓
練
助
手
に
従
事
し
ま

す
。

▽
職
種
・
採
用
人
数　

介
護
福
祉

士
・
若
干
名

▽
応
募
資
格　

◎
年
齢　
　

歳
位

５０

ま
で

▽
応
募
方
法　

市
販
の
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
資
格
免
許
証
の
写
し

を
添
え
、
6
月　

日
（
水
）（
必

30

着
）ま
で
に
直
接
ま
た
は
郵
送
で
、

■
給
食
調
理
員

■
介
護
福
祉
士

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

〜〜
多多
様様
なな
主主
体体
にに
よよ
るる
地地
域域
のの
課課
題題
解解
決決
にに
向向
けけ
てて
〜〜

■
協
働
と
は　 �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 

■
基
本
ル
ー
ル
（
原
則
）　 �
�
�
�
�
�
�
�
 

こ
の
基
本
方
針
で
は
、
市
民
活
動
団
体
と
市

と
が
「
①
相
互
に
対
等
な
関
係
の
も
と
、
②

互
い
の
特
性
や
立
場
を
十
分
理
解
し
、
認
め

合
い
な
が
ら
、
③
共
通
す
る
課
題
の
解
決
や

目
標
の
実
現
に
向
け
て
協
力
す
る
こ
と
」
を

い
い
ま
す
。

１
協
働
を
手
法
と
し
て
捉
え
る

２
目
的
・
目
標
と
役
割
分
担
を
明
文
化
し
、
双

方
が
共
有
す
る

３
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
認
識
す
る

４
情
報
を
公
開
す
る

５
協
働
事
業
の�
ふ
り
か
え
り�
を
徹
底
す
る

市
民
活
動
団
体
と
の

市
民
活
動
団
体
と
の

 �
�
�
�
�

�
�
�
�
�
協
働
基
本
方
針
を
策
定
し
ま
し
た

 
協
働
基
本
方
針
を
策
定
し
ま
し
た

▽
内
容　

環
境
基
本
計
画
に
基
づ

い
て
、
市
の
環
境
施
策
に
対
す
る

進
ち
ょ
く
状
況
の
検
証
等
。

▽
会
議
数　

２
か
月
に
１
回
程
度

▽
募
集
人
員　

◎
公
募
市
民
…
６

人
以
内　

◎
環
境
関
係
団
体
の
代

表
…
２
人
以
内

▽
任
期　

７
月
１
日
か
ら
２
年
間

▽
報
酬　

日
額
１
万　

円
８００

▽
応
募
資
格
お
よ
び
選
考
方
法
等

◎
公
募
市
民

■
資
格
…
市
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
の　

歳
以
上
の
方　

１８

■
選
考
方
法
…
作
文
（
テ
ー
マ

「
西
東
京
市
の
環
境
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
」・　

字
〜
千　

字
程

８００

２００

度
）
を
、
５
月　

日
（
月
）（
消
印

３１

有
効
）
ま
で
に
、
〒　

―　

西
東

２０２

８５５５

京
市
役
所
保
谷
庁
舎
環
境
保
全
課

（
保
谷
庁
舎
１
階
）
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
作
文
に
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
・
電
話
番
号
（
環
境
関
係
団
体

に
属
し
て
い
る
方
は
団
体
名
）
を

記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
環
境
関
係
団
体
代
表
者　

■
資
格
…
団
体
の
活
動
目
的
を
環

境
の
保
全
と
し
て
い
る
団
体
で
、

①
団
体
の
住
所
が
市
内
に
有
り
、

団
体
の
主
た
る
活
動
の
場
が
市
内

で
、
か
つ
構
成
員
の
過
半
数
が
市

内
在
住
者
で
あ
る　

②
団
体
と
し

て
の
規
約
を
有
し
、
定
例
的
な
活

動
を
行
っ
て
い
る　

③
公
募
市
民

に
団
体
員
が
応
募
し
な
い
団
体
で

あ
る
こ
と

■
選
考
方
法
…
各
団
体
の
話
し
合

い
な
ど
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
５

月　

日
（
月
）
午
後
２
時
か
ら
保

３１
谷
東
分
庁
舎
会
議
室
で
行
わ
れ
る

選
考
会
議
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

   
な
お
、
当
日
、
受
付
で
団
体
の

規
約
・
活
動
報
告
・
会
員
の
住
所

等
を
確
認
し
ま
す
の
で
、
関
係
書

類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
公
募
市
民
お
よ
び
環
境
関
係
団

体
代
表
者
と
も
に
、
現
在
審
議
会

等
に
参
加
さ
れ
て
い
る
方
は
、
応

募
で
き
ま
せ
ん
。

◆
環
境
保
全
課
（
�保
 
�
内
線　

）
2214

��
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環
境
審
議
会
委
員（
公
募
市
民
・
環
境

関
係
団
体
代
表
者
）を
募
集
し
ま
す


